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鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

　

℡ 

０
９
９
４
‐
44
‐
８
６
７
４

　

交
通
事
故
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
相

談
は
す
べ
て
無
料
）

【
相
談
日
】
県
の
休
日
を
除
く
月
曜
〜
木
曜

【
相
談
時
間
】
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

【
相
談
内
容
】示
談
の
進
め
方
、生
活
相
談
、

自
動
車
賠
償
責
任
保
険
等
の
請
求
手
続

き
、
損
害
賠
償
額
の
計
算
方
法
等

【
相
談
方
法
】
面
接
・
電
話
・
郵
便
等

（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

大
隅
地
域
振
興
局
内

　

℡ 

０
９
９
４
‐
52
‐
２
０
８
９

労
働
保
険
料
の
「
年
度
更
新
」
申
告
納
付

期
間
で
す
。

　

昨
年
度
か
ら
、
年
度
更
新
の
審
査
業
務
が

外
部
委
託
さ
れ
、
申
告
書
の
受
付
は
、
原
則

と
し
て
記
入
漏
れ
等
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
だ
け

の
確
認
作
業
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
申

告
書
に
記
入
誤
り
・
漏
れ
が
な
い
よ
う
、
自

主
的
な
記
入
・
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
�

鹿
児
島
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
適
用
係

　

℡ 

０
９
９
‐
２
２
３
‐
８
２
７
６

【
訓
練
の
内
容
】

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
た
め
の

職
業
教
育
と
し
て
、
職
務
に
あ
た
る
上

で
の
基
本
姿
勢
、
知
識
・
技
術
等
を
習

得
し
ま
す
。

【
訓
練
期
間
】
平
成
24
年
７
月
24
日
（
火
）

〜
平
成
25
年
１
月
23
日
（
水
）（
６
か
月
）

【
訓
練
会
場
】
鹿
屋
市
農
業
研
修
セ

ン
タ
ー
ほ
か

【
対
象
者
】
再
就
職
を
目
指
す
人

【
受
講
料
】
無
料

※�

テ
キ
ス
ト
代
２
３
、０
０
０
円
が
必
要

【
定
　
員
】
30
人

【
応
募
期
間
】
平
成
24
年
６
月
１
日

（
金
）
〜
平
成
24
年
７
月
２
日
（
月
）

※�

応
募
方
法
な
ど
詳
細
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
の
や

　

℡ 

０
９
９
４
‐
42
‐
４
１
３
５

お知らせ
コーナー
INFORMATION

2012.　5

　

事
業
者
の
皆
様
の
経
営
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
（
資
金
繰
り
、
金
融
取

引
、
経
営
改
善
計
画
策
定
支
援
、
事
業

承
継
等
）に
対
応
す
る
機
関
と
し
て「
鹿

児
島
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
」

が
あ
り
ま
す
。

　

国
（
経
済
産
業
省
）
が
、
鹿
児
島
商

工
会
議
所
に
委
託
し
て
設
置
し
た
公
的

機
関
に
な
り
ま
す
。専
門
家
が
常
駐
し
、

事
業
者
が
抱
え
る
課
題
を
抽
出
し
、
必

要
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
気
軽

に
相
談
下
さ
い
。
事
前
に
電
話
で
の
予

約
が
必
要
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

�

鹿
児
島
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協

議
会
（
鹿
児
島
商
工
会
議
所
内
）

　

℡ 

０
９
９
‐
８
０
５
‐
０
２
６
８

　

６
月
１
日
か
ら
７
月
10
日
ま
で
は
、

お
知
ら
せ

中
小
企
業
の
事
業
再
生
を
応
援
し
ま
す

平
成
24
年
度
　
労
働
保
険

年
度
更
新
手
続
き
の
お
知
ら
せ

「
介
護
職
員
基
礎
研
修
」の

訓
練
受
講
生
を
募
集

交
通
事
故
で
お
悩
み
の
方
へ

今月の

（田代地区）平石自治会
田 中　克 子さん

（大根占地区）指導主事
川 﨑　史 明さん

　「自分はこの戦争に反対である。この戦争は間違
いや、こんな戦争で天皇陛下のためになど死にたく
ない」心ゆるして語った婚約者に「わたしだったら
よろこんで死ぬわ」と戦地へ送り出した。その責め
を負う著者が、政治・教育・歴史・戦争・沖縄差別
など 80 過ぎて遺言のつもりで綴る珠玉の一冊。

　この物語は、リーマンショックによる業績不振にあ
えぐ中堅電子部品メーカーと、ライバル企業に中心選
手を引き抜かれ、戦力ダウンした社会人野球部の物語
です。苦難に直面したときこそ一致団結し “ 大逆転 ”
というストーリーは、池井戸潤さん代表作「下町ロケッ
ト」同様、何とも言えない爽快感を感じる本です。

遺言のつもりで
　岡部 伊都子 / 著

ルーズヴェルトゲーム
池井戸 潤 / 著

ボート免許の更新・失効講習
と　き：６月10日（日）　受付：14時から（開始14時30分）
ところ：南大隅町中央公民館
受講料：（写真代・送料込み）更新9,000円　失効15,000円

※写真は当日会場で撮影します。
　撮影の関係上、お早めのお電話予約を！

必�要書類：	①ボート免許証・ボールペン
	 ②�「ボート免許証」記載の住所が変更している

場合、本籍地記載の「住民票」一通が必要です。
	 　（市町村合併で変更した場合は、不要です。）

【問い合わせ先】鹿児島海技免許センター　℡ 099-224-6180


